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桜
川
ス
マ
イ
ル
ク
ラ
ブ
も
設
立

か
ら
、早
４
か
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

「
い
つ
で
も
・
だ
れ
で
も
・
楽
し
く
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
い
ろ
い
ろ
と
企

画
し
、
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
中
に
、
桜
川
ス

マ
イ
ル
ク
ラ
ブ
を
取
り
入
れ
て
い

た
だ
き
、
仲
間
と
と
も
に
世
代
を

超
え
て
楽
し
く
、
い
つ
ま
で
も
元

気
で
い
た
い
も
の
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ん
の
意
見

を
取
り
入
れ
な
が
ら
充
実
し
た
活

動
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

桜
川
ス
マ
イ
ル
ク
ラ
ブ

ダンス教室（Shall We ダンス？）ソフトバレーボール教室

昨
年
11
月
に
開
催
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
の
「
薬
王
院
と
み
か
ん
狩
り
」
に
は
、
会
員

の
ほ
か
一
般
の
方
も
多
く
参
加
し
ま
し
た
。

豊かなスポーツライフと
豊かな地域社会を目指して

　「
桜
川
ス
マ
イ
ル
ク
ラ
ブ
」
は
、

昨
年
の
10
月
24
日
、
大
和
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
「
シ
ト
ラ
ス
」
で
開

催
さ
れ
た
設
立
総
会
で
誕
生
し
ま

し
た
。

　
本
ク
ラ
ブ
は
、
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
し
て
、「
い
つ

で
も
」、「
だ
れ
で
も
」、「
楽
し

く
」
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
が
、
広

く
自
由
に
楽
し
く
ス
ポ
ー
ツ
と
文

化
に
親
し
む
機
会
を
提
供
し
、
地

域
住
民
の
健
康
づ
く
り
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
図
る
た
め
活
動

し
て
い
る
ク
ラ
ブ
で
す
。

　
現
在
は
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・
ダ
ン
ス
・

太
極
拳
・
ヨ
ガ
の
各
教
室
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
歴
史

探
訪
や
多
種
目
の
ス
ポ
ー
ツ
を
自

由
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
、
お

楽
し
み
広
場
な
ど
も
行
っ
て
お

り
、
会
員
和
気
あ
い
あ
い
と
活
動

し
て
い
ま
す
。

仲
間
が
い
る
っ
て

素
晴
ら
し
い

桜川スマイルクラブ会長

蛯
えび

原
はら

　正
まさ

善
よし

教   室・（指導者） 日  程・時  間 開  催  場  所

ソフトバレー・ソフトテニス

（鶴
つる

見
み

 豊
ゆたか

・佐
さ

藤
とう

加
か

代
よ

子
こ

先生）
第 1・第 3日曜日  １９：３０～ 岩瀬体育館「ラスカ」

バドミントン

（小
こ ま つ ざ き

松崎  勉
つとむ

先生）
第２・第４日曜日  １９：３０～ 岩瀬体育館「ラスカ」

硬式テニス

（五
い が ら し

十嵐 貴
たか

裕
ひろ

先生）
第２・第４火曜日  １９：３０～ 「ラスカ」テニスコート

バランスボールと健康体操

（市
いち

川
かわ

 規
のり

子
こ

先生）
第２・第４土曜日  １０：００～ 真壁トレーニングセンター

太極拳

（石
いし

田
だ

 節
せつ

子
こ

先生）
第２・第４火曜日  １０：００～ 真壁トレーニングセンター

ヨガ

（菊
きく

池
ち

 公
きみ

明
あき

先生）
第２・第４土曜日  １４：００～ 大和体力増進センター

お楽しみピンポン 第１・第３土曜日  １３：３０～ 大和体育館

スポーツ吹矢

（桜
さくらい

井  至
いたる

先生）
第１・第３水曜日　９：００～ 岩瀬中央公民館

■４月～ 9 月までの教室などの開催（予定）

ソフトテニス教室

イベント 期　　日 備                         考

さわやか歴史探訪

大
だい

雄
ゆう

寺
じ

・雲
うん

巖
がん

寺
じ

の散策
5月 22日（日） バス使用（参加費 : 会員２，０００円・非会員３，０００円）

ハイキング

日
にっ

光
こう

戦
せん

場
じょう

ヶ
が

原
はら

・小
お

田
だ

代
しろ

ヶ
が

原
はら 7 月 3日（日） バス使用（参加費 : 会員２，０００円・非会員３，０００円）

会　費　種　別 年　　会　　費 途　中　会　費

　　　家族会員 ５，０００円 月数×５００円

　　　個人会員   （16 歳以上） ３，０００円 月数×３００円

　　　　　　　　（小中学生） ２，０００円 月数×２００円

　　　　　　　　（小学生未満） 無料

※教室やイベントは、都合により変更になる場合があります。

■会　費（初回のみ 1,000 円の入会金、またスポーツ保険代も別途必要となります。）

■問合せ・申込先
・桜川スマイルクラブ事務局
　☎ 090 － 6793 － 2016
・ 桜川市教育委員会（真壁庁舎）スポーツ

振興課　スポーツ振興係
　☎５８－５１１１・７５－３１１１ 
      （内線３２３１、３２３２）

太極拳教室

　健康づくり・仲間づくり・楽しみづくりの

ために、桜川スマイルクラブに入会しません

か。いつでも受け付けいたします。

　申し込み用紙は、お近くの体育館または、

スポーツ振興課にあります。

会員募集中！

初心者大歓迎！家族で、友達と！  
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■
利
用
資
格

　
原
則
と
し
て
桜
川
市
に
住
所
を

有
す
る
方
が
乗
車
で
き
ま
す
。

■
事
前
登
録

　
利
用
す
る
に
は
事
前
登
録
が
必

要
で
す
。左
記
窓
口
に
設
置
の「
桜

川
市
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

利
用
登
録
票
」
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
持
参
・
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

い
ず
れ
か
の
方
法
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。（
登
録
完
了
ま
で
に
数

日
か
か
り
ま
す
。）

◎�

窓
口

・�

市
役
所
／
企
画
課（
大
和
庁
舎
）、

総
合
窓
口
課（
岩
瀬
・
真
壁
庁
舎
）

・�

桜
川
市
商
工
会�(

大
和
・
岩
瀬
・

真
壁
各
事
務
所
）

◎
郵
送
／
桜
川
市
役
所�

企
画
課

宛(

〒
３
０
９-

１
２
９
３�

桜
川

市
羽
田
１
０
２
３
）

◎
Ｆ
Ａ
Ｘ
／
桜
川
市
役
所�

企

画

課

宛
（

０

２

９

６-

58-

５
０
８
２
）

■
利
用
方
法

　
利
用
毎
に
「
予
約
セ
ン
タ
ー
」

へ
の
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。
乗

り
合
い
の
た
め
、
ほ
か
に
も
同
じ

便
に
予
約
さ
れ
た
方
が
い
れ
ば
、

道
順
に
回
っ
て
目
的
地
ま
で
運
行

し
ま
す
。

■
運
行
日
時
／
月
～
金
曜
日

８
時
～
17
時
（
土
・
日
、
祝
日
、

年
末
年
始
・
お
盆
は
運
休
）

※
１
時
間
に
１
便
で
運
行
し
ま

す
。
最
終
便
は
16
時
発
で
す
。

■
運
行
エ
リ
ア
／
市
全
域
お
よ
び

筑
波
山
口
（
旧
筑
波
駅
）
ま
で

■
利
用
料
金
（
１
回
の
乗
車
）

大
人
３
０
０
円
・
中
学
生
２
０
０

円
・
３
歳
～
小
学
生
１
０
０
円
・

３
歳
未
満
無
料
（
筑
波
山
口
へ
乗

車
の
場
合
、
岩
瀬
・
大
和
地
区
は

倍
額
）

■
問
合
先
／
企
画
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、

内
線
１
２
７
０
～
１
２
７
２
）、

桜
川
市
商
工
会
大
和
事
務
所
（
☎

０
２
９
６-

58-

５
０
６
９
）

　
今
年
度
の
市
税
な
ど
の
納
期
限

が
過
ぎ
ま
し
た
。
納
め
忘
れ
が
な

い
よ
う
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
納
税
は
年
度
内
に
お
願

い
し
ま
す
。

　
納
期
を
過
ぎ
て
も
納
税
が
確
認

で
き
な
い
場
合
は
、
各
税
各
期
ご

と
に
督
促
状
を
送
付
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
で
も
未
納
が
あ
っ
た
場

合
は
、
催
告
書
を
送
付
し
て
い
ま

す
。

　
市
で
は
納
税
促
進
を
図
る
た

め
、
毎
月
末
の
日
曜
日
お
よ
び
毎

週
木
曜
日
の
延
長
窓
口
業
務
を
行

い
、
休
日
お
よ
び
夜
間
の
収
納
窓

口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
市
税
な
ど
の
納
付
を
受
け
付
け

し
て
い
ま
す
の
で
、
仕
事
な
ど
で

日
中
に
金
融
機
関
で
の
納
付
が
難

し
い
方
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
開
設
日
時
》

【
休
日
】
毎
月
の
最
終
日
曜
日

９
時
～
16
時

【
平
日
】
毎
週
木
曜
日

17
時
15
分
～
19
時
30
分

※
納
税
相
談
も
随
時
行
な
っ
て
い

ま
す
。（
大
和
庁
舎
・
収
税
課
内
）

※
納
税
相
談
は
、
事
前
に
電
話
な

ど
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
未
納
が
重
な
っ
た
場
合
は
、
財

産
な
ど
を
差
し
押
さ
え
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
税
、市
県
民
税
・

固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
を
対

象
に
、
次
の
と
お
り
納
税
相
談
を

行
い
ま
す
。

【
岩
瀬
庁
舎
】（
２
階
大
会
議
室
）

�

３
月
22
日（
火
）～
25
日（
金
）

�【
真
壁
庁
舎
】（
３
１
９
０
会
議
室

３
月
22
日（
火
）～
28
日（
月
）

（
た
だ
し
、24
日
（
木
）･

26
日
（
土
）

･

27
日（
日
）を
除
く
。）

�【
大
和
庁
舎
】（
収
税
課
内
）

３
月
22
日（
火
）～
27
日（
日
）

（
た
だ
し
、
26
日（
土
）は
除
く
。）

■
問
合
先
／
収
税
課
ま
た
は
国

保
年
金
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・

75-
�

３
１
１
１
代
表
）

　
諸
事
情
に
よ
り
年
度
内
納
付
が

難
し
い
方
は
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

桜
川
市
デ
マ
ン
ド
型
乗
合

タ
ク
シ
ー
の
ご
利
用
案
内

収
税
課
か
ら
の

　
　
　
　
お
知
ら
せ

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
と
は
？

　
自
宅
や
指
定
の
場
所
か
ら
目
的
地
（
戸
口
か
ら
戸
口
）
ま
で
、
お

客
様
の
希
望
時
間
帯
、
乗
車
場
所
な
ど
の
要
望
（
デ
マ
ン
ド
）
に
、

バ
ス
並
み
の
料
金
で
応
え
る
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

市
税
な
ど
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

年
度
末
の
納
税
相
談
を

実
施
し
ま
す

乗り合い

１. 電話予約３. 指定場所で乗車 ２. 予約センター４. 目的地へ
◆ご利用には事前登録が必要です。（オペレーターが対応します）※�予定時刻は多少前後することが

あります。

今日の午前 10 時の便で
自宅から○○病院まで
お願いします。

○○のおばあちゃんですね。
今日の午前 10 時の便の予
約を受け付けました。ご自
宅で待っていてください。

ご
利
用
の
な
が
れ
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　桜川市の平成 22 年１月から 12 月までの１年の

間に締結された賃貸借水準（10a 当たり）は、下記

「田畑の賃貸借料情報」のとおりとなっております。

賃貸借料を決める際の参考としてください。

　また、桜川市農業委員会では、農作業賃金等の適

正化をはかるため、隣接市町村の農作業賃金等を参

考にして、平成 23 年度の「農業労働力賃金・請負

賃金」を下記のとおり設定しましたのでお知らせい

たします。

農業労働力賃金・請負賃金

作　業　別 金　　　額

一般作業 7,000 円

摘要
１．１日８時間を基準とする。
２．賄いは昼食のみとする。
３．特殊な作業及び立地条件によって当事者間で調整してください。

作　業　別 金　　　額 摘　　　要

畑耕起 3,500 円

水田耕起 4,000 円

代かき 6,500 円

あぜ塗り（ｍ当たり） 80 円

苗代 700 円 １箱当たり

田植 7,000 円 植付けのみ

コンバイン刈取のみ 17,000 円

もみ運搬 2,000 円

刈取・乾燥・調整 31,000 円

乾燥・もみすり 750 円 玄米１袋 30kg 当たり水分 18％以内

もみすり 300 円 玄米１袋 30kg 当たり

※�作業の難易、ほ場、生もみの水分により上記の金額によることが適当でない場合は、当事者間
で調整してください。

※上記の請負代金は、ほ場整備済みの農地を基準としています。

田畑の賃貸借料情報

労働力賃金

請負賃金（10a当たり）※消費税は含まれておりません。

（単位は円 /10a 当たり、データは件数）

締結された
地域名

１．田（水稲）の部　 ２．畑（普通畑）の部

平均額 最高額 最低額 データ数 平均額 最高額 最低額 データ数

岩瀬地区 18,300 24,000 12,000 106 8,000 10,000 6,000 9

大和地区 17,900 30,000 12,000 12 7,800 12,000 6,000 4

真壁地区 19,800 25,000 12,000 57 6,500 12,000 5,000 10

桜川市全域 18,700 30,000 12,000 175 7,200 12,000 5,000 23

農家の
みなさんへ
問合先：桜川市農業委員会

　　　　☎ 58-5111・75-3111（代表）



茨
城
県
統
計
功
労
者
表
彰
式
で

桜
川
市
か
ら
６
人
が
表
彰

モ
ン
ゴ
ル〝
草
原
か
ら
の
使
者
〟が

真
壁
町
で
演
奏
会

金か
ね

子こ 

昭あ
き
ら

さ
ん（
真
壁
町
古
城
地
区
）が

文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞

真
壁
バ
レ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

（
女
子
）
茨
城
県
大
会 

第
３
位

東
京
電
力（
株
）下
館
支
社
か
ら

防
犯
灯
20
基
が
寄
贈

深ふ
か

谷や 

結ゆ
い

さ
ん（
長
方
地
区
）が

青
年
海
外
協
力
隊
で
セ
ネ
ガ
ル
へ

中
田
市
長
（
写
真
左
か
ら
３
人
目
）
を
訪
れ

た
統
計
功
労
者
受
賞
の
皆
さ
ん
（
写
真
右
か

ら
）
青
木
さ
ん
、
小
林
さ
ん
、
大
山
さ
ん
、

市
塚
さ
ん
、
山
口
さ
ん

〝
チ
ン
ギ
ス
ハ
ー
ン
賛
歌
〟
な
ど
を
演
奏
す
る

Ｅ
Ｔ
Ｕ
Ｇ
Ｅ
Ｎ
民
俗
音
楽
演
奏
団
の
皆
さ
ん

（
馬
頭
琴
演
奏
者
は
写
真
左
）

金
子
昭
さ
ん（
左
）
は
石
川
教
育
長
を
表
敬
訪

問
し
文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞
の
喜
び
を
報
告

し
ま
し
た
。

６
年
生
最
後
の
大
会
で
好
成
績
に
輝
い
た
真

壁
女
子
チ
ー
ム
選
手
（
後
列
）
と
応
援
し
た

後
輩
（
前
列
）
の
皆
さ
ん

東
京
電
力（
株
）下
館
支
社 

本
橋
久
夫
支
社
長

（
写
真
右
）
か
ら
、
中
田
市
長
（
写
真
左
）
に

防
犯
灯
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

蛯え
び

原は
ら

正ま
さ

善よ
し

監
督
（
写
真
左
か
ら
２
番
目
）
の
下
、

各
区
間
を
駆
け
抜
け
た
７
人
の
選
手
と
応
援

し
た
皆
さ
ん

青
年
海
外
協
力
隊
の
一
員
と
し
て
セ
ネ
ガ
ル

共
和
国
へ
の
出
発
前
に
明
る
く
抱
負
を
語
っ

て
く
れ
た
深
谷 

結
さ
ん

　
茨
城
県
庁
で
行
わ
れ
た
「
平
成
22
年
度
茨
城
県

統
計
功
労
者
表
彰
式
」
で
、
本
市
に
お
い
て
長
年

に
わ
た
り
各
種
統
計
調
査
に
従
事
さ
れ
、
統
計
思

想
の
普
及
と
向
上
に
努
め
ら
れ
た
６
人
の
統
計
調

査
員
の
方
々
に
、
橋は

し

本も
と 

昌
ま
さ
る

県
知
事
か
ら
表
彰
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
県
知
事
表
彰
受
賞
者
　
市い

ち

塚つ
か 

道み
ち

夫お

さ
ん
（
真

壁
町
真
壁
地
区
）、
山や

ま

口ぐ
ち 

哲さ
と
し

さ
ん
（
真
壁
町
長
岡

地
区
）、
廣ひ

ろ

瀬せ 

正
し
ょ
う

一い
ち

さ
ん
（
犬
田
地
区
）

■
県
統
計
協
会
総
裁
表
彰
受
賞
者
　
永な

が

山や
ま 

勝ま
さ
る

さ

ん
（
青
木
地
区
）、小こ

林
ば
や
し 

國く
に

男お

さ
ん
（
羽
田
地
区
）、

大お
お

山や
ま 

一か
ず

男お

さ
ん
（
門
毛
地
区
）

　
１
月
23
日
（
日
）、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ガ
ー
デ
ン

桜
井
館
山
荘
（
真
壁
町
桜
井
地
区
）
で
、
モ
ン
ゴ

ル
か
ら
来
日
し
た
Ｅ
Ｔ
Ｕ
Ｇ
Ｅ
Ｎ（
エ
ト
ゥ
ゲ
ン
）

民
俗
音
楽
演
奏
団
（
４
人
）
に
よ
る
馬ば

頭と
う

琴き
ん

な
ど

の
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
馬
頭
琴
演
奏
者
の
バ
ヤ
ル
サ
イ
ハ
ン

さ
ん
と
日
本
モ
ン
ゴ
ル
協
会
理
事
の
多た

田だ

尚な
お

克か
つ

さ

ん
の
交
流
か
ら
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　
馬
頭
琴
と
は
モ
ン
ゴ
ル
の
民
俗
楽
器
で
楽
器
の

一
部
が
馬
の
頭
の
形
を
し
て
い
る
弦
楽
器
で
す
。

演
奏
会
場
に
は
、
地
域
の
方
な
ど
が
１
０
０
人
ほ

ど
集
ま
り
、
温
か
み
の
あ
る
演
奏
や
歌
に
皆
聴
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
昨
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た
全
国
体
育
指
導
委
員

研
究
協
議
会
・
岐
阜
大
会
で
、
金
子
さ
ん
が
文
部

科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
同
氏
は
、
昭
和
48
年
か
ら
体
育
指
導
委
員
を
務

め
、
旧
真
壁
町
・
桜
川
市
で
体
育
指
導
委
員
長
に

選
任
さ
れ
る
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
に
尽

力
さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
表
彰
さ
れ
た
も
の

で
す
。
現
在
も
、
特
に
柔
道
で
は
、
豊
富
な
知
識

と
卓
越
し
た
技
能
で
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指
導
・

育
成
に
あ
た
る
な
ど
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
長
く
体
育
指
導
委
員
を
務
め
て
い
た
だ

い
た（
故
）西に

し

山や
ま

政ま
さ

一い
ち

さ
ん（
真
壁
町
飯
塚
地
区
）も
、

全
国
体
育
指
導
委
員
功
労
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
古
河
市
三
和
健
康
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
、
平
成
22
年
度
茨
城

県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ス
ポ
ー
ツ
大
会
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
競
技
の
部
で
第
３
位
に
輝
き
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
参
加
チ
ー
ム
66
チ
ー
ム
の
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
戦
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
真
壁
チ
ー
ム

は
４
回
戦
ま
で
順
調
に
ス
ト
レ
ー
ト
勝
ち
。
準
決

勝
で
は
前
年
度
優
勝
チ
ー
ム
の
古
河
市
の「
疾
風
」

に
フ
ル
セ
ッ
ト
の
末
２-

１
で
敗
れ
は
し
ま
し
た

が
好
試
合
で
し
た
。

　
こ
の
大
会
で
６
年
生
の
皆
さ
ん
は
、
引
退
の
大

会
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
中
学
校
で
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
東
京
電
力
（
株
）
下
館
支
社
か
ら
、
市
へ
防
犯

灯
20
基
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
寄
贈
は
、

同
支
社
が
地
域
貢
献
活
動
と
し
て
毎
年
行
っ
て
い

ま
す
。

　
来
訪
さ
れ
た
本も

と

橋は
し 

久ひ
さ

夫お

支
社
長
は
、「
子
供
た

ち
の
安
全
確
保
、
夜
間
通
行
に
お
け
る
安
全
対
策

や
防
犯
対
策
と
し
て
、
地
域
安
全
に
役
立
て
て
い

た
だ
き
た
い
。」
と
、
中
田
市
長
は
、「
地
域
の
安

心
・
安
全
の
た
め
、
有
効
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
寄
贈
さ
れ
た
防
犯
灯
は
、
市
内
の
必
要
箇

所
に
設
置
さ
れ
、
市
が
取
り
組
む
、
安
全
・
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
さ
れ
ま
す
。

茨
城
県
民
駅
伝
競
走
大
会
で

桜
川
市
が
健
闘

　
ひ
た
ち
な
か
市
の
笠
松
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ

た
「
平
成
22
年
度
第
27
回
茨
城
県
民
駅
伝
競
走
大

会
」
市
町
村
対
抗
の
部
で
、
桜
川
市
チ
ー
ム
が
第

14
位
と
健
闘
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
市
町
村
相
互
の
親
睦
を
図
り
、

茨
城
県
の
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
競
技
力
の
向
上
を

目
的
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
市
町
村
対
抗
の
部

に
は
、
県
内
21
市
町
村
か
ら
24
チ
ー
ム
２
８
０
人

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
桜
川
市
チ
ー
ム
は
、
７
区
間
21.

24
㎞
を
一
丸

と
な
っ
て
タ
ス
キ
を
繋
ぎ
、
見
事
に
ゴ
ー
ル
を
果

た
し
ま
し
た
。
出
場
し
た
選
手
の
皆
さ
ん
、
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。

　
昨
年
12
月
、
深
谷 

結
さ
ん
は
中
田
市
長
を
表

敬
訪
問
し
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
青
年
海
外
協
力
隊
の
一
員

と
し
て
、
ア
フ
リ
カ
西
部
の
セ
ネ
ガ
ル
共
和
国
で

２
年
間
活
動
し
て
い
く
抱
負
を
述
べ
、
１
月
半
ば

に
日
本
を
出
発
し
ま
し
た
。

　
深
谷
さ
ん
は
、
海
外
に
興
味
が
あ
り
大
学
卒
業

後
、
語
学
留
学
を
経
験
し
て
い
ま
す
。「
ど
う
せ

行
く
な
ら
、
遊
び
感
覚
で
な
く
現
地
の
人
た
ち
と

何
か
を
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
セ
ネ
ガ
ル
で
は
、
小
学
校
教
員
と
し
て
体
育
・

音
楽
・
図
工
を
教
え
て
い
く
そ
う
で
す
。「
現
地
で

の
健
康
面
で
は
少
し
不
安
は
あ
る
が
、
任
務
を
全

う
し
て
き
ま
す
」と
明
る
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
１
月
23
日（
日
）、第
57
回
文
化
財
防
火
デ
ー（
１

月
26
日
）
に
先
駆
け
、
妙
法
寺
（
本
郷
地
区
）
で

防
火
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
妙
法
寺
は
千
年
以
上
前
の
古
代
・
新
治
郡
の
郡

寺
に
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
仏
像
な
ど
、
茨
城
県

を
代
表
す
る
文
化
財
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
当

日
は
、
早
朝
か
ら
多
数
の
市
民
の
方
々
が
訓
練
に

参
加
し
、
本
番
さ
な
が
ら
の
動
作
で
貴
重
な
文
化

財
を
守
る
防
火
訓
練
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
文
化
財
防
火
デ
ー
は
、
昭
和
24
年
１
月
26
日
に

奈
良
・
法
隆
寺
金
堂
が
炎
上
し
、
ア
ジ
ア
を
代
表

す
る
古
代
壁
画
の
消
失
を
契
機
に
制
定
さ
れ
た
も

の
で
す
。

「
文
化
財
防
火
デ
ー
」に
妙

み
ょ
う

法ほ
う

寺じ

で

防
火
訓
練
を
実
施

桜
川
市
消
防
団
第
６
・
７
分
団
と
地
域
の
方
が

参
加
し
、
妙
法
寺
で
行
わ
れ
た
防
火
訓
練
の

様
子
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INFORM
ATION

情
報
ひ
ろ
ば

人
間
ド
ッ
ク
健
診
費
助
成

国
保
年
金
課

■
対
象
者
／
桜
川
市
国
民
健
康
保
険

の
加
入
者
で
国
保
税
を
完
納
し
て
い

る
世
帯
の
被
保
険
者
で
30
歳
以
上
70

歳
未
満
の
方
、
市
住
民
健
診
・
ミ
ニ

ド
ッ
ク
未
受
診
の
方

■
健
診
内
容
／
人
間
ド
ッ
ク
、
脳
併

用
ド
ッ
ク
（
２
年
に
１
回
と
な
り
ま

す
。）

■
健
診
機
関

・�

県
西
総
合
病
院
（
※
人
間
ド
ッ
ク

の
み
）

・�

筑
波
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
（
つ

く
ば
総
合
健
診
セ
ン
タ
ー
）

・�

協
和
中
央
病
院
（
健
康
医
学
管
理

セ
ン
タ
ー
）

・�

筑
波
記
念
病
院
（
つ
く
ば
ト
ー
タ

ル
ヘ
ル
ス
プ
ラ
ザ
）

・�

茨
城
県
（
水
戸
）
メ
デ
ィ
カ
ル
セ

ン
タ
ー
（
※
人
間
ド
ッ
ク
の
み
）

■
定
員
・
助
成
額
／
［
人
間
ド
ッ
ク
］

人に

ん

形
ぎ
ょ
う

浄
じ
ょ
う

瑠る

璃り 

真ま

壁か

べ

白し

ら

井い

座ざ

　

第
６
回
定
期
公
演

真
壁
白
井
座
保
存
会

■
日
時
／
３
月
13
日
（
日
）�

開
演
13

時
（
開
場
12
時
）

■
場
所
／
真
壁
福
祉
セ
ン
タ
ー�

２

階
集
会
室

■
入
場
料
／
無
料

■
演
目

第
１
部 

13
時
～

・「
子
ど
も
三さ

ん

番ば

叟そ
う

」

　
真
壁
小
学
校�

み
ら
い
座

・「
二
人
三
番
叟
」

　
人
形
浄
瑠
璃�

真
壁
白
井
座

・�「
傾け

い

城
じ
ょ
う

阿あ

波わ

の
鳴な

る

門と

十じ

ゅ

う

ろ

う

べ

い

郎
兵
衛
住す

み

家か

の
段だ

ん

」（
後
）

　
素
浄
瑠
璃�

真
壁
白
井
座

第
２
部 

14
時
～

■
賃
金
／
時
給
８
０
０
円

■
申
込
要
件
／
健
康
に
自
信
が
あ
る

50
歳
ま
で
の
方

■
申
込
方
法
／
履
歴
書（
写
真
添
付
）

を
持
参
ま
た
は
郵
送

■
申
込
期
限
／
３
月
15
日
（
火
）
必

着■
問
合
せ
・
申
込
先
／
北
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
（
〒
３
０
９-

１
２
１
３�

桜
川
市
鍬
田
５
５
９-

１�

☎

０
２
９
６-

75-

２
６
０
０
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

第
13
回
茨
城
県
ゆ
う
あ
い
ス
ポ

ー
ツ
大
会 

参
加
者
募
集

社
会
福
祉
課

■
期
日
／
５
月
22
日
（
日
）

■
場
所
／
笠
松
運
動
公
園
（
ひ
た
ち

な
か
市
）

■
対
象
／
心
身
障
害
児
者
、
ま
た
は

知
的
障
害
を
有
す
る
13
歳
以
上
の
方

■
競
技
種
目
／
陸
上
競
技
、
水
泳
、

卓
球
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、フ
ッ

ト
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
競
技
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
（
会
場

は
、
水
戸
グ
リ
ー
ン
ボ
ウ
ル
（
水
戸

市
））

■
申
込
期
限
／
３
月
16
日
（
水
）

■
申
込
方
法
／
社
会
福
祉
課
（
岩
瀬

庁
舎
）、
総
合
窓
口
課
（
大
和
・
真

壁
庁
舎
）
に
あ
る
所
定
の
申
請
書
に

記
入
の
上
、
申
込
み
。
施
設
や
学
校

に
在
籍
し
て
い
る
方
は
、
そ
の
団
体

を
通
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
社
会
福
祉
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

・「
女め

お
と
ま
つ
つ
く
ば
の
あ
け
ぼ
の

夫
松
莵
玖
波
曙
」

　
真
壁
白
井
座
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品

■
問
合
先
／�

蔵く
ら

布ふ

都と

内�

柳や
な
ぎ
だ田(

☎

０
２
９
６-

55-

１
０
９
２)

　

桜
川
市
一
般
職
非
常
勤
職
員
募

集
（
調
理
補
助
員
）

北
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

■
職
種
／
調
理
補
助

■
募
集
人
員
／
若
干
名

■
任
用
期
間
／
平
成
23
年
４
月
１
日

～
平
成
24
年
３
月
31
日

■
勤
務
場
所
／
北
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー

■
勤
務
時
間
／
８
時
30
分
～
17
時

（
給
食
実
施
日
の
み
）

４
０
０
人�

助
成
額
２
０,
０
０
０

円
、［
脳
併
用
ド
ッ
ク
］
１
０
０
人�

助
成
額
４
０,
０
０
０
円

※
40
歳
以
上
は
、
特
定
健
診
と
同
時

実
施
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
個
人
負

担
額
は
概

お
お
む

ね
助
成
額
と
同
程
度
で

す
。

■
実
施
期
間
／
５
月
下
旬
～
平
成
24

年
２
月

■
申
込
方
法
／
は
が
き
に
①
希
望
す

る
ド
ッ
ク
名
、
②
希
望
す
る
健
診
機

関
名
、
③
過
去
１
年
間
の
健
診
の
有

無
、
④
郵
便
番
号
、
⑤
住
所
、
⑥
氏

名
、
⑦
生
年
月
日
、
⑧
電
話
番
号
を

記
入
し
郵
送
（
１
人
に
つ
き
１
枚
）

■
申
込
期
間
／
４
月
15
日
（
金
）
～

28
日
（
木
）（
当
日
消
印
有
効
）

※
先
着
順
に
受
け
付
け
ま
す
。
は
が

き
申
込
者
が
少
な
い
場
合
は
、
５
月

16
日
（
月
）
以
降
随
時
受
け
付
け
ま

す
。

■
助
成
券
の
交
付

・�

助
成
該
当
通
知
を
送
付
い
た
し
ま

す
の
で
、
希
望
す
る
健
診
機
関
へ

受
診
日
の
予
約
を
し
た
後
、
改
め

て
「
健
診
費
助
成
申
請
書
」
を
近

く
の
庁
舎
の
窓
口
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

・�

健
診
受
診
日
に
は
、「
国
民
健
康

保
険
人
間
ド
ッ
ク
等
健
診
費
助
成

決
定
通
知
書
」
と
40
歳
以
上
の
方

は
「
特
定
健
診
受
診
券
」
を
健
診

機
関
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
国
保
年
金
課

（
〒
３
０
９-

１
２
９
２�

桜
川
市

岩
瀬
64-

２�

☎
58-

５
１
１
１
・

75-

３
１
１
１
代
表
）

平
成
23
年 

春
季
全
国
火
災
予

防
運
動

桜
川
消
防
署

　「
消
し
た
か
な�
あ
な
た
を
守
る�

合
言
葉
」
の
全
国
統
一
防
火
標
語
の

も
と
、
今
年
も
春
の
火
災
予
防
運
動

を
全
国
一
斉
に
実
施
し
ま
す
。

■
運
動
期
間
／
３
月
１
日(

火)
～

７
日
（
月
）

■
行
事
／
３
月
６
日
（
日
）�

火
災
予

防
パ
レ
ー
ド
（
市
全
域
）

■
住
宅
防
火 

い
の
ち
を
守
る 

７
つ

の
ポ
イ
ン
ト

３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

・�

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

・�

ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

・�

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

・�

寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
防
炎
品

を
使
用
す
る
。

・�

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置

す
る
。

・�

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力

体
制
を
つ
く
る
。

■
問
合
先
／
桜
川
消
防
署(

☎

０
２
９
６-

75-

３
５
９
２)

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

　税・保険料は納期内に納

めるようにしましょう。

　また、納め忘れがなく

簡単で便利な口座振替制

度をご利用ください。

３月納期の
税・保険料

・・・・・

３月納期の税・保険料は

ありません。

お
知
ら
せ

募
　
集

健
康
・
福
祉

　市民の皆様の声を行政に反映するため

に、市長と語り合ってみませんか。話題

はなんでも結構です。

■日時／ 3 月 23 日 ( 水 )

　13時～16時

■ 場所／大和地区 本木集落センター（本

木 634-19）

■ 問合先／秘書広報課（☎ 58-5111・

75-3111 代表）

※ 次回／4 月 25 日（月）市役所岩瀬庁舎

【年間スケジュール】

市長と語ろう！

「市民の日」

日 地区 場　　所

4/25（月） 岩 瀬 市役所岩瀬庁舎

5/23（月） 真 壁 公民館 樺穂分館

6/27（月） 大 和 市役所大和庁舎

7/25（月） 岩 瀬
南飯田ふるさと

コミュニティーセンター

8/22（月） 真 壁 市役所真壁庁舎

9/26（月） 岩 瀬 西飯岡集落センター

10/24（月） 大 和 市役所大和庁舎

11/28（月） 真 壁 公民館 谷貝分館

12/19（月） 岩 瀬 市役所岩瀬庁舎

1/23（月） 真 壁 公民館 紫尾分館

2/27（月） 大 和 市役所大和庁舎

3/21（水） 岩 瀬
羽黒農村環境改善

センター

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
　
　
　

　
～
意
見
公
募
結
果
公
表
～

社
会
福
祉
課

　
桜
川
市
地
域
福
祉
計
画
（
案
）
に

つ
い
て
、
意
見
の
募
集
を
１
月
６
日

～
２
月
４
日
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
意

見
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

■
問
合
先
／
社
会
福
祉
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）



４
月
の
予
防
接
種

■
ポ
リ
オ

岩
瀬
・
大
和
地
区
の
方

・�

対
象
／
生
後
３
か
月
～
７
歳
６
か

月
未
満
児

・
日
時
／
４
月
14
日
（
木
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・�

受
付
時
間
／
13
時
15
分
～
13
時
45

分
・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
体
温
計
、

予
診
票

４
月
の
乳
幼
児
健
診

岩
瀬
・
大
和
地
区
の
方

■
１
歳
６
か
月
児
健
診

た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
歯
ブ

ラ
シ
（
子
ど
も
用
と
仕
上
げ
み
が

き
用
）、
コ
ッ
プ
、
尿
、
目
と
耳

の
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙

４
月
の
成
人
健
康
診
査

■
ミ
ニ
ド
ッ
ク

・�

対
象
／
岩
瀬
地
区
の
40
歳
以
上
の

方
・�

日
程
／
４
月
22
日
（
金
）
、
23
日

（
土
）、
24
日
（
日
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
６
時
30
分
～
９
時

・�

内
容
／
結
核
・
肺
が
ん
検
診
、
胃

が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診
、
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
検
査
、
前
立
腺
が
ん
検
診

※
特
定
健
診
（
40
～
75
歳
未
満
の
社

会
保
険
加
入
者
の
方
）
は
、
各
医
療

保
険
者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。）

４
月
の
献
血

■
４
月
15
日
（
金
）

・�

会
場
／
フ
ー
ド
ス
ク
エ
ア
カ
ス
ミ

岩
瀬
店

・��

受
付
時
間
／
９
時
30
分
～
12
時
、

��

13
時
15
分
～
16
時

■
４
月
22
日
（
金
）

・
会
場
／
岩
瀬
中
央
公
民
館

・��

受
付
時
間
／
９
時
30
分
～
15
時
30

分

・
対
象
／
Ｈ
21
・
８
月
、
９
月
生

・
日
程
／
４
月
19
日
（
火
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付
し

た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
歯
ブ

ラ
シ
（
子
ど
も
用
と
仕
上
げ
み
が

き
用
）

■
１
歳
児
健
診

・
対
象
／
Ｈ
22
・
４
月
生

・
日
程
／
４
月
25
日
（
月
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付
し

た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル

真
壁
地
区
の
方

■
１
歳
６
か
月
児
健
診

・�

対
象
／
Ｈ
21
・
７
月
、
８
月
、
９

月
生

・
日
程
／
４
月
21
日
（
木
）

・
会
場
／
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付
し

た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
歯
ブ

ラ
シ
（
子
ど
も
用
と
仕
上
げ
み
が

き
用
）

■
３
歳
児
健
診

・�

対
象
／
Ｈ
20
・
１
月
、
２
月
、
３

月
生

・
日
程
／
４
月
27
日
（
水
）

・
会
場
／
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付
し

４
月
の
精
神
保
健

■
精
神
保
健
デ
イ
ケ
ア

・
日
程
／
第
２
、３
、４
火
曜
日

・�

開
催
時
間
／
９
時
30
分
～
11
時
30

分
・�

内
容
／
仲
間
と
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
せ
ん
か
。
お
気
軽
に
ど
う

ぞ
。（
要
予
約
）

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

・
日
程
／
４
月
18
日
（
月
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
開
催
時
間
／
13
時
～
15
時

・�

内
容
／
精
神
保
健
福
祉
士
が
担
当

し
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。（
要

予
約
）

４
月
の
休
日
応
急
診
察
医

療
機
関

４
月
３
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
大
和
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
住
所
／
大
国
玉
２
５
１
３-

12

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

58-

７
７
８
８

４
月
10
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
仁
保
内
科
医
院

・
住
所
／
真
壁
町
真
壁
４
２
５

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

23-

８
０
８
８

４
月
17
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
袖
山
医
院
本
院

10さくらがわ　2011.3.111 さくらがわ　2011.3.1

健康ガイド
《問合先》健康推進課 ☎58-5111・75-3111（代）

4月分

Health�guide
・
住
所
／
西
桜
川
１-

43

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

75-

２
０
１
９

４
月
24
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
内
科
宮
本
医
院

・
住
所
／
真
壁
町
古
城
２
２
９-

１

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

55-

０
１
０
１

４
月
29
日
（
金
）

・
医
療
機
関
名
／
上
の
原
病
院

・
住
所
／
上
野
原
地
新
田
１
５
９

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

75-

３
１
２
８

※
当
番
医
は
、
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
休
日
の
場
合
は
各

庁
舎
の
日
直
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
て
確
認
の
う
え
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

市
民
健
康
講
座
の
開
催（
無
料
）

「
緑

り
ょ
く

内な
い

障し
ょ
う

」
に
つ
い
て

■
日
時
／
３
月
17
日
（
木
）
13
時

30
分
～
15
時

■
場
所
／
真
壁
福
祉
セ
ン
タ
ー
２

階
会
議
室

■
講
師
／
せ
き
や
眼
科
ク
リ
ニ
ッ

ク�

関せ
き

谷や

栄え
い

規き�

先
生

■
申
込
期
限
／
３
月
16
日
（
水
）

電
話
ま
た
は
健
康
推
進
課
窓
口
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
健
康
推
進

課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

て
、
が
ん
を
初
期
の
段
階
で
見
つ
け

る
「
が
ん
検
診
」
は
、
が
ん
死
亡
率

を
下
げ
る
の
に
非
常
に
有
効
で
す
。

　
ま
た
、不
治
の
病
と
い
わ
れ
た「
が

ん
」
も
、『
早
期
発
見
・
早
期
治
療
』

に
よ
り
治
る
時
代
で
す
の
で
、
年
に

一
度
は
必
ず
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

　
全
国
的
に
が
ん
に
な
る
方
は
年
々

増
え
て
お
り
、
死
亡
原
因
の
第
１
位

と
な
っ
て
い
ま
す
。
茨
城
県
に
お
い

て
も
死
亡
原
因
の
第
１
位
で
す
。

　
が
ん
は
、
最
近
注
目
の
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
原
因
と
し
た

心
臓
病
や
脳
卒
中
に
比
べ
、
死
亡
率

が
圧
倒
的
に
高
く
、
増
え
続
け
て
い

ま
す
。

　
最
近
の
が
ん
の
傾
向
と
し
て
、
男

女
と
も
に
、増
加
傾
向
で
あ
っ
た［
大

腸
が
ん
］
は
、
近
年
横
ば
い
傾
向
で

推
移
し
て
お
り
、
胃
が
ん
は
低
下
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
肺
が
ん
も
微

減
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
女
性

の
が
ん
は
、
乳
が
ん
は
増
加
し
て
お

り
、
子
宮
が
ん
は
、
横
ば
い
に
推
移

し
て
い
ま
す
。

　
増
え
続
け
る
が
ん
と
減
少
傾
向
の

違
い
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
は

「
が
ん
検
診
」
で
す
。
医
学
の
進
歩

な
ど
で
、
が
ん
は
現
在
、
約
50
％
の

方
が
治
る
よ
う
に
な
り
、
特
に
進
行

し
て
い
な
い
初
期
の
段
階
で
発
見

し
、
適
切
な
治
療
を
行
う
事
で
非
常

に
高
い
確
率
で
治
癒
し
ま
す
。
従
っ

増
え
続
け
る
　
が
ん
・
・
・

　
　
　
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、『
早
期
発
見
・
早
期
治
療
』

受診者（人）
検査が必要で
あった方（人）

がんが発見さ
れた方（人）

胃　が　ん ２，２１６ ３９０ 1

大 腸 が ん ２，８８６ １９４ 2

肺　が　ん ６，２５４ １０８ 2

前立腺がん １，４７８ ８７ 2

子 宮 が ん ２，６０５ ２３ 3

乳　が　ん ２，８２８ １０２ 4

平成21年度 桜川市がん検診の要精密者状況

桜
川
市
の
「
が
ん
検
診
の
状
況
」

平
成
23
年
度�

各
種
「
健
康
診
査

の
お
知
ら
せ
」
お
よ
び
申
し
込
み

に
つ
い
て

　
昨
年
度
お
よ
び
一
昨
年
度
の
い
ず

れ
か
の
年
に
健
診
を
受
け
た
方
に
、

「
健
診
の
お
知
ら
せ（
健
診
受
診
票
）」

を
各
健
診
の
２
週
間
前
ま
で
に
個
人

通
知
い
た
し
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
方

で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
各
健

診
の
開
始
日
の
１
か
月
前
ま
で
健
康

推
進
課
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
取
り
消
さ
れ
る
方
も
、
同

様
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
健
診
の
詳
細
は
、
平
成
23

年
度
の
「
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
が
ん
検
診
の
問
い
合
わ
せ
の
ほ

か
、
健
康
に
よ
る
健
康
相
談
な
ど
も

随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
お
気

軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
・
相
談
先
／
健
康
推
進
課

（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１

代
表
）
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総
務
省
が
実
施
し
て
い
る
、
魅
力

あ
る
地
域
づ
く
り
に
顕
著
な
功
績
の

あ
っ
た
自
治
体
お
よ
び
地
域
づ
く
り

団
体
な
ど
を
表
彰
す
る
「
地
域
づ
く

り
総
務
大
臣
表
彰
」
の
表
彰
式
が
、

昨
年
12
月
に
東
京
都
千
代
田
区
の
グ

ラ
ン
ド
ア
ー
ク
半
蔵
門
で
行
わ
れ
、

桜
川
市
が
地
方
自
治
体
表
彰
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
全
国
各
地
で
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
を
よ
り
良
く
し
よ
う
と

頑
張
る
団
体
、
個
人
を
表
彰
す
る
こ

と
に
よ
り
、
地
域
づ
く
り
の
情
熱
や

思
い
を
高
め
、
豊
か
で
活
力
あ
る
地

域
社
会
を
構
築
す
る
た
め
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
桜
川
市
は
、
地
域
住
民
と
行
政
が

一
体
と
な
り
、
歴
史
的
町
並
み
や
伝

統
的
建
造
物
の
保
全
活
動
、
真
壁
の

ひ
な
ま
つ
り
に
お
け
る
観
光
客
の
お

も
て
な
し
、
歴
史
的
景
観
に
配
慮
し

　
1
月
19
日
～
30
日
に
か
け
、
笠
間

市
の
茨
城
県
陶
芸
美
術
館
県
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
障
が

い
者
と
の
ア
ー
ト
作
品
展
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
主
催
は
元
気
な
ア
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
（
吉よ

し

原わ
ら 

毅
つ
よ
し

委
員
長
）
で
、
昨
春
の
作
品

展
に
続
き
、
今
回
で
２
回
目
と
な
り

ま
す
。

　
桜
川
芸
術
祭
の
テ
ー
マ
は
、「
ね

ぇ
、
な
ん
で
星
を
見
上
げ
る
の
？
」。

　
画
家
で
絵
本
作
家
の
城た

ち

彰あ
き

宏ひ
ろ

さ

ん
、
舞
踏
家
の
南

み
な
み

阿あ

豆ず

さ
ん
、
美
術

家
の
出で

町ま
ち

光み
つ

識の
り

さ
ん
の
３
人
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
が
、
藤ふ

じ

田た

昭あ
き
ら

さ
ん
（
福
祉

作
業
所
「
時
計
台
」）、
臼う

す

井い

由ゆ

佳か

利り

さ
ん
（
真
壁
授
産
学
園
）、
小お

田だ

島じ
ま

俊と
し

夫お

さ
ん
（
真
壁
厚
生
学
園
）
と
パ

ー
ト
ナ
ー
を
組
み
、
昨
年
９
月
か
ら

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
し
な
が
ら
作
品

を
制
作
し
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、全
員
で
制
作
し
た「
星

に
届
く
木
」
を
中
心
に
、
城
＆
藤
田

さ
ん
の
明
る
い
色
彩
の
絵
画
「
雪

-

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス-

」
や
、
出
町
＆

小
田
島
さ
ん
の
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ

ン
「C

la
y

☆C
om
m
u
n
ica
tion

」、

南
＆
由
佳
利
さ
ん
の
「
79
％
手
つ
な

た
都
市
基
盤
施
設
整
備
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
行
政
だ
け
で
な
く
、
地

域
住
民
と
の
協
働
に
よ
る
長
年
の
取

り
組
み
で
あ
る
と
と
も
に
、
ハ
ー
ド

と
ソ
フ
ト
事
業
が
良
く
連
携
し
、
歴

史
を
生
き
た
ま
ま
保
全
し
て
い
る
こ

と
が
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。

ぎ
の
花
」、
昨
年
の
コ
ラ
ボ
パ
ー
ト

ナ
ー
の
絵
画
、
陶
作
品
を
含
め
、
約

１
０
０
点
が
並
び
ま
し
た
。

　
19
日
に
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ト
ー
ク

と
ダ
ン
ス
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
23
日

に
は
、
南
＆
由
佳
利
さ
ん
の
ダ
ン
ス

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
「H

ello,N
ice to 

m
eet y

ou
!

」
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
障
が
い
者
の
天
性
の
感
覚
や
表
現

が
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
出
会
う
こ
と

で
、
楽
し
い
、
と
き
に
静せ

い

謐ひ
つ

な
世
界

が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ア
ー
ト
の
大
き
な
力
が
、
障
が
い

者
の
皆
さ
ん
や
ご
家
族
・
施
設
関
係

者
の
方
々
に
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

会
期
中
は
、
個
性
豊
か
な
作
品
を
鑑
賞
に
多

く
の
方
が
会
場
を
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

-

長
年
の「
住
民
と
行
政
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
」が
評
価-

桜
川
市
が

「
地
域
づ
く
り
総
務
大
臣
表
彰
」受
賞

表彰状を手にする中田市長

重要伝統的建造物群保存地区の町並み散
策には多くの観光客が訪れています。

おもてなしの心をもって、観光客に接し
ている真壁のひなまつり

桜川
芸術祭
vol.2

2011

『
ね
ぇ
、な
ん
で
星
を
見
上
げ
る
の
？
』

元
気
な
ア
ー
ト
コ
ラ
ボ
ラ
ボ
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今
年
で
９
回
目
を
迎
え
た
「
真
壁

の
ひ
な
ま
つ
り
」。
最
近
は
茨
城
の

春
を
代
表
す
る
お
祭
り
と
し
て
、
す

っ
か
り
定
着
し
、
今
年
も
大
勢
の
人

た
ち
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　「
真
壁
の
ひ
な
ま
つ
り
」
の
主
役

は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
お
雛
様
と

お
雛
様
を
飾
っ
た
皆
さ
ん
で
す
が
、

そ
れ
ら
を
支
え
る
人
た
ち
が
い
る
こ

と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
駐
車
場
の
誘
導
や
交
通
整
理
に

は
、
桜
川
地
区
交
通
安
全
協
会
や
市

職
員
が
道
路
な
ど
に
立
ち
、
事
故
の

な
い
よ
う
注
意
し
て
く
れ
て
い
ま

す
。

　
旧
真
壁
郵
便
局
で
は
、
案
内
役
と

し
て
「
桜
川
市
く
ら
し
の
会
」
の
皆

さ
ん
が
交
代
で
詰
め
、
ま
た
、
週
末

は
桃
山
中
学
校
や
真
壁
高
校
の
生
徒

た
ち
が
街
角
に
立
っ
て
、
マ
ッ
プ
の

配
布
や
道
案
内
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
町
並
み
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
も
、
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
に
選
定
さ
れ
た
真
壁
の
町
並

み
を
て
い
ね
い
に
案
内
し
て
い
ま

す
。

　
さ
ら
に
今
回
か
ら
は
、
真
壁
の
ひ

な
ま
つ
り
実
行
委
員
会
が
組
織
さ

れ
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
ひ

な
ま
つ
り
の
運
営
に
た
ず
さ
わ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
ゴ
ミ
を
拾
い
歩

く
人
、
竹
を
取
っ
て
配
る
人
、
そ
の

竹
に
花
を
活
け
る
人
、
道
に
迷
っ
て

い
る
人
を
案
内
す
る
人
な
ど
な
ど
、

本
当
に
た
く
さ
ん
の
市
民
の
皆
さ
ん

が
「
真
壁
の
ひ
な
ま
つ
り
」
を
支
え

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
市
民
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
が
評
価
さ
れ
、
昨
年
度
、
桜
川

市
は
地
域
づ
く
り
総
務
大
臣
表
彰
に

輝
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
岩
瀬
地
区
に
お
い
て
も
、

数
年
前
か
ら
市
民
を
主
体
に
、
山
桜

を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
始
ま

り
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
に
も
多
く
取
り

上
げ
ら
れ
、
来
訪
者
に
向
け
て
、
Ｐ

Ｒ
や
関
連
商
品
の
開
発
な
ど
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
地
域
づ
く
り
総
務
大
臣

表
彰
を
契
機
に
「
市
民
が
主
役
の

ま
ち
づ
く
り
」
は
、
ま
す
ま
す
大

き
く
発
展
し
て
い
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　
大
和
地
区
で
も
、
新
た
な
ま
ち
づ

く
り
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
大
和
地
区
の
市
民
を
中

心
に
、
大
和
流
鏑
馬
実
行
委
員
会
が

組
織
さ
れ
、
3
月
26
日
（
土
）・
27

日
（
日
）
の
両
日
、
台
山
高
森
工
業

団
地
内
の
㈱
ス
ミ
ハ
ツ
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
会
場
に
し
て
、
第
3
回
の
流
鏑

馬
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
も

市
民
手
作
り
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

企
画
課
市
民
協
働
推
進
室（
桜
川
市
羽
田
９
８
９-

１

桜
川
市
大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
「
シ
ト
ラ
ス
」
内
）

☎
０
２
９
６-

20-

６
３
０
０

市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り

vol.9

あ 
な 

た
真
壁
の
ひ
な
ま
つ
り

来
訪
者
を
支
え
る
「
ま
ち
の
ひ
と
び
と
」

ひなまつり期間中、街角で道案内など
を行う中学生ボランティアのみなさん

高た
か

峰み
ね

山さ
ん

周
辺
は
、
山
桜
の
メ
ッ
カ
と
し
て
注

目
を
浴
び
て
い
る
地
域
で
す
。

今
年
の
流
鏑
馬
は
50
騎
馬
が
疾
走
し
伝
統
武

芸
の
技
術
を
披
露
し
ま
す
。

大
和
地
区
で
は

「
大ま

ほ

ろ

ば和
流や

ぶ

さ

め

鏑
馬
協
議
会

２
０
１
１
」
が
開
催

岩
瀬
地
区
で
は

「
山
桜
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
」
を
展
開
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新刊 紹介BOOK  REVIEW

岩瀬中央公民館
《児童図書》

つぐみ通りのトーベ　　　　　　　ビルイット・ロン 作　佐伯愛子 訳

　　　　　　　　　　　　　　　　いちかわなつこ 絵

かいじゅうたちのいるところ　　　　　　モーリス・センダック さく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じんぐうてるお　やく

おねがいの木ともだちの実　　　　　　　ほんだみゆき 作

《一般図書》

月末の勇者たちへ　　　　　　　　　　　森田　正巳 著

ゲゲゲの女房　上　　　　　　　　　　　武良　布枝 原案

ゲゲゲの女房　下　　　　　　　　　　　山本むつみ 脚本

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　五十嵐佳子 ノベライズ

宗教・すててこそ　　　　　　　　　　　瀬戸内寂聴 著

【今月のお薦め本】

小さいおうち
中島　京子 著

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 

☎
０
２
９
６-

75-

０
３
４
４

大和中央公民館
《児童図書》

クイズ ポポとピックの大ぼうけん 国語 算数 理科 社会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新井　洋行 著

トワイライト Ⅳ 最終章　　　　　　　　ステファニー・メイヤー 著

バムとケロのもりのこや　　　　　　　　島田　ゆか 著

レイトン教授と幻影の森　　　　　　　　柳原　　慧 著

《一般図書》

きことわ　　　　　　　　　　　　　　　朝吹真理子 著

苦役列車　　　　　　　　　　　　　　　西村　賢太 著

月と蟹　　　　　　　　　　　　　　　　道尾　秀介 著

謎解きはディナーのあとで　　　　　　　東川　篤哉 著

漂砂のうたう　　　　　　　　　　　　　木内　　昇 著

【今月のお薦め本】

謎解きはディナーのあとで

東川　篤哉 著

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 

☎
０
２
９
６-

58-

７
１
１
７

真壁中央公民館
【今月のお薦め本】

復刻版　味国記
～ふるさと食べ歩き事典～

寺尾　宗冬 著

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 

☎
０
２
９
６-

55-

１
１
１
１

《児童図書》

日本の伝統食材（１～５巻）　　　　　　 おくむらあやお 著

ハピハピバースディ　　　　　　　　　菊田まりこ 絵・岡本真夜 うた

まるまれアルマジロ！　　　　　　　安東みきえ 文・下和田サチヨ 絵

中学生までに読んでおきたい日本文学（1～ 10巻）　松田　哲夫 編

《一般図書》

謎解きはディナーのあとで　　　　　　　東川　篤哉 著

社長の手紙　　　　　　　　　　　　　　長谷川和廣 著

ＫＡＧＥＲＯＵ　　　　　　　　　　　　斉藤　智宏 著

美女いくさ　　　　　　　　　　　　　　諸田　玲子 著

※平成 23年３月 31日をもちまして真壁庁舎３階図書室の利用は、終了となります。
お手元に図書室の図書がある場合には、３月末までに返却頂きますようお願い致し
ます。
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文
芸 

さ
く
ら
が
わ

　
俳
　
句

【
桜
川
市
岩
瀬
「
萩
」
俳
句
会
】

水
に
灯
の
映
る
あ
た
り
を
春
と
い
ふ

鈴
木 

た
か
子（
※
）

下
萌
え
や
胸
の
焰
を
吹
き
起
こ
す

小
林 

啓
治

春
立
つ
や
別
れ
る
人
も
逢
ふ
人
も

荻
原 

勅
彦

話
す
事
為
す
こ
と
多
し
春
炬
燵

小
林 

フ
ク

黄
泉
の
径
明
る
く
照
ら
せ
春
の
月

三
代 

み
ち
よ

浮
寝
島
た
ゆ
た
ふ
波
の
譜
と
な
り
て

藤
田 

凡
鐘

ひ
そ
か
な
る
盆
梅
の
香
の
別
れ
か
な

若
色 

寿
美
女

春
浅
し
一
直
線
の
飛
行
雲

金
田 

と
う
女

立
春
と
聞
け
ば
心
も
温
み
た
り

入
山 

ひ
ろ
子

日
曜
を
待
っ
て
畦
焼
き
始
ま
れ
り

渡
辺 

い
し

昨
日
よ
り
今
日
の
眩
し
く
梅
開
く

細
谷 

充
女

蒼
天
に
梅
三
千
の
香
を
ひ
ろ
げ

永
瀬 

ち
い

師
の
机
そ
っ
と
そ
の
ま
ま
春
立
て
り

萩
原 

き
し
の

【
茂
山
俳
句
会
】

ポ
ッ
ク
リ
と
逝
く
が
望
み
の
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
コ

宮
本 

芳
江

着
ぶ
く
れ
て
母
の
形
見
に
守
ら
る
る

鶴
見 

菊
江

凍
て
解
け
ぬ
ま
ま
の
一
と
日
で
あ
り
に
け
り

松
崎 

い
ま

未
明
降
る
雪
の
暗
さ
を
誰
も
知
ら
ず

井
坂 

洋
子

藍
甕
の
華
ふ
ん
わ
り
と
日
脚
伸
ぶ

君
島 

真
理
子

野
の
匂
ひ
風
か
た
く
と
も
日
脚
伸
ぶ

田
崎 

信
子

水
煙
の
か
が
や
き
増
し
て
日
脚
伸
ぶ

竹
林 
て
る

初
便
り
さ
り
げ
な
く
書
く
友
の
こ
と

海
老
沢 

幸
子

凍
て
星
の
果
て
凍
て
星
が
輝
け
り

植
田 

祥
雲

入
試
終
ゆ
昨
日
叱
り
し
子
と
街
へ

笠
倉 

陽
子

日
脚
伸
ぶ
コ
ー
ヒ
ー
香
る
湖
畔
亭

吉
原 

秀
子

日
脚
伸
ぶ
三
時
の
時
報
鳴
っ
て
を
り

鈴
木 

ノ
ブ
子

酷
寒
も
心
和
め
る
句
座
温
し

大
関 

く
に

日
脚
伸
ぶ
昨
日
の
ひ
と
と
今
日
も
あ
ふ海

老
沢 

静
夫

龍
昇
る
炎
の
勢
い
ど
ん
ど
焼
き

今
井 

繁
子

兄
が
出
て
父
来
て
ど
ん
ど
建
ち
あ
が
る

飯
山 

昭

【
一
般
投
稿
】

水
戸
発
の
車
窓
に
園
の
梅
見
ゆ
る

木
下 

善
信

　
俚
　
謡

【
さ
く
ら
俚
謡
会
】

わ
か
れ
言
葉
は
聞
か
な
い
ふ
り
の
傘
に
と
け
て
く

春
の
雪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

稲
葉 

建
正

月
の
う
さ
ぎ
も
餅
つ
き
な
さ
る
春
の
草
餅
俺
も
搗

く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

つ
く
志 

輝
美

伸
び
る
経
済
暴
れ
る
黄
砂
日
本
泣
か
せ
る
春
嵐

田 

哲
人

※
鈴
木
た
か
子
さ
ん
は
１
月
31
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
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広報 No.131 3 月１日発行 　２月３日の節分の日、“鬼はそと福はうち”と、

元気な声がやまと幼稚園（大和地区）に響いて

いました。幼稚園恒例の「豆まき」は、園児た

ちが自分で作った鬼の面や豆入れ箱を身につけ、

男の子、女の子で鬼の役を代わりながら豆を投

げあったり、食べたりして園児たちは元気に園

庭をかけ巡っていました。園児たちは今年１年ご

利益があり、元気に過ごせることでしょう。

※このコーナーに掲載をご希望の方は、秘書広報課　（☎58-5111・75-3111 ／内線 1268）までお申込みください。

【 表　紙 】

っ ！ぁお き れくな

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
ひ
と
こ
と

　
二
人
の
曾
孫
の
笑
顔
に
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
は
い
つ
も
元
気
を

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
た
く
さ
ん
遊
ぼ
う
ね
。
そ
し

て
兄
弟
仲
良
く
、
す
く
す
く
大

き
く
な
あ
れ
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
か
ら
ひ
と
こ
と

　
紅
一
点
　
家
族
の
ア
イ
ド
ル

我
が
家
の
初
孫
で
す
。

　
早
く
お
お
き
く
な
っ
て
、
お

じ
い
ち
ゃ
ん
と
さ
ん
ぽ
し
よ
う

ね
。

平ひ
ら

石い
し 

葵あ
お

衣い

 

ち
ゃ
ん
（
写
真
左
）

 

平
成
20
年
７
月
３
日
生

平ひ
ら

石い
し 

紘ひ
ろ

都と

 

ち
ゃ
ん
（
写
真
右
）

 

平
成
22
年
７
月
21
日
生

（
下
泉
地
区
）

藤ふ
じ

田た 

美み

羽う

 

ち
ゃ
ん

 

平
成
21
年
12
月
14
日
生

（
真
壁
町
田
地
区
）

　
１
月
22
日
（
土
）
岩
瀬
総
合
体

育
館
「
ラ
ス
カ
」
に
お
い
て
、
茨

城
県
地
域
女
性
団
体
連
絡
会
主
催

の
専
門
講
座
が
開
催
さ
れ
、
桜
川

市
を
は
じ
め
県
内
の
地
域
女
性
団

体
連
絡
会
会
員
お
よ
び
地
域
の

方
々
、
約
１,
０
０
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
本
講
座
は
、
現
代
社
会
が
抱
え

る
多
種
多
様
な
問
題
に
対
し
、
女

性
の
立
場
か
ら
安
心
・
安
全
な
地

域
づ
く
り
を
実
現
し
よ
う
と
開
催

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
県
地
域
女
性
団
体
連
絡
会
長

の
櫻さ

く
ら
い井
よ
う
子
さ
ん
が
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
な
り
、
市
内
の
岩
瀬

西
中
学
校
の
２
年
生
３
人
と
真
壁

高
校
の
２
・
３
年
生
の
２
人
を
パ

ネ
ラ
ー
に
迎
え
、
各
々
が
「
環
境

へ
の
活
動
」
に
つ
い
て
の
事
例
発

表
を
行
い
、
会
場
か
ら
熱
い
拍
手

を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
真
壁
モ
ダ
ン
バ
レ
エ
教
室
、
大

曽
根
加
波
山
ば
や
し
保
存
会
の

小
・
中
・
高
生
の
皆
さ
ん
に
よ
る

ス
テ
ー
ジ
も
講
座
に
華
を
添
え
ま

し
た
。

　
記
念
講
演
で
は
、
俳
優
の

林
は
や
し 

隆
り
ゅ
う

三ぞ
う

氏
に
よ
る
ト
ー
ク
＆

朗
読
＆
ピ
ア
ノ
弾
き
語
り
が
行
わ

れ
、
会
場
は
大
盛
況
で
し
た
。

茨
城
県
地
域
女
性
団
体
連
絡
会

専
門
講
座〔
Ⅲ
〕〜
次
世
代
に
つ
な
ぐ
〜
開
催

県
内
か
ら
１,
０
０
０
人
が
参
加

多くの参加者の前で岩瀬西中と真壁高校の生徒は「環境
活動」について、パネルディスカッションを行いました。

講演終了後、林隆三氏と桜川市地域女性団体連絡
会の皆さんでの記念写真


	さくらがわ01
	さくらがわ02-03
	さくらがわ04
	さくらがわ05
	さくらがわ06-07
	さくらがわ08-09
	さくらがわ10-11
	さくらがわ12
	さくらがわ13
	さくらがわ14
	さくらがわ15
	さくらがわ16

